
ボローニャ⼤学協定留学 ⽉例報告書（１０⽉）
芸術⽂化学科 4年 ⼟居優莉 

Buongiorno! 
Buongiorno! 芸術⽂化学科４年の⼟居優莉

です。１０⽉に⼊り、ボローニャでも⼀気
に秋を感じるようになってきました。⽇中
は半袖で過ごす⼈も多くいますが、朝晩は
とても冷えます。葉っぱも⻩⾊く⾊づきは
じめ、スーパ
ーにはさつま
いもや栗が並
ぶようになり
ました。⽇本
にいるときと
同じように季
節の移り変わ
りを感じます。 

⼤学の授業と語学学校卒業 
 さて、１０⽉に⼊り⼤学の授業もどんど
んと内容が進んで難しくなってきました。
イタリア語で専⾨的な講義の内容を理解す
るにはまだ私の語学⼒は到底追いついてお
らず、イタリア語のシャワーを浴びながら
今の⾃分の語彙⼒を最⼤限に使って理解し
ようとすることで精⼀杯です。しかし、わ
からなかった⾔葉を少しずつ覚えたり実際
に会話の中で使ってみたりして、毎⽇⼀歩
⼀歩でも前に進んでいる感覚はずっとあり
ます。この感覚はこれからも持ち続けたい
ですし、そのためには毎⽇の積み重ねを⼤
切にしなければならないと思っています。
そして、９⽉の頭から２ヶ⽉間通った語学

学校を１０⽉末で卒業しました。語学学校

には本当に幅広い年齢の⼈が世界各地から
さまざまな動機を持って学びに来ていま
す。何歳になっても新しいことを学ぼうと
する姿や、わからないことをネガティブに
捉えるのではなく、わかりたいからわかる
まで質問し続けてわかるまで教えてもらう
という勉強に対する姿勢には本当に刺激を
受けました。このようにたくさんの⼈と出
会って⼀緒に時間を過ごす中で友だちもた
くさんできました。授業が終わったあとに
⼀緒に美術館に⾏ったり、ジェラートを⾷
べたり、語学学校を卒業してからもメッセ
ージのやり取りをしたり、ときどき会う約
束をしたりしています。本当にこの語学学
校に通ってよかったなと思いますし、また
⼤学の授業が落ち着く期間を使って通うこ
とも考えています。 

⽣の芸術をみて感動したこと 
１０⽉の初めにフィレンツェに⾏ってきま

した。ボローニャからは電⾞で約４５分で
⾏くことができます。念願だったウフィツ
ィ美術館では今まで教科書の中で⾒ていた

↑語学学校の卒業セレモニー、先⽣と友だち 

↑秋を感じるいつもの道 



作品を⾃分の⽬で⾒ることができ、信じら
れないくらい感動しました。次から次へと
知っている作品が⽬に⼊ってきてまるで⾃
分が教科書の中に⾶び込んだかのような感
覚でした。また、すこし⾼いところから⼀
望したフィレンツェの街は本当に美しくて
今でも頭から離れません。 
また、先⽇⼤学の近くにあるボローニャ市
⽴歌劇場にて上演されているオペラ「アン
ドレア・シェニエ」を鑑賞してきました。
イタリア語のオペラをイタリアの素敵な劇
場で観ることができた感動と同時に、⾃分
が吹奏楽部でアンドレア・シェニエを演奏
した⾼校⽣の頃を思い出して涙が溢れまし
た。⾳楽をしていなければ、今もずっとそ
ばにいてくれる⼤好きな友だちにも出会え
なかったし、こんなふうにオペラを観て感
動することもなかったし、イタリアに来て
すらいなかったかもしれないと思うと、⾳
楽をしていて⼼からよかったなと思います
し、こんなにも⼈⽣を豊かにしてくれる⾳
楽や芸術の⼒は偉⼤だなと改めて感じま
す。⽣の芸術に触れて感動をもらうたび
に、将来は⾳楽や芸術にかかわる仕事をし
て⼈の⼼を動かす⼈間になりたいという想
いが強くなります。その⽬標に近づくため
にもまずは⾃分⾃⾝が美しいものにたくさ
ん触れて、⼼動かされる経験を重ねたいと
思います。

じっくり丁寧に考えること 
以前私はアートの現場で働く機会があ

り、そこで、ある物事に対して⾃分がどの
ように感じるか、なぜそう感じるのか、ほ
かの⼈の考えを聞いてどう思うかなど、す
べてのことに真剣に向き合って頭を悩ませ
る時間が⼤切であると学びました。これは
そのときそこで働いていた⼈にとってだけ
でなく、私たちひとりひとりとっても⼤切
であり⽇々⼼がけるべきことであると考え
ています。イタリアでの⽣活の中では毎⽇
数えきれないほどたくさんのことを学んだ
り、今ここでしかできないことをたくさん
経験したりしていて、今まではそれらをた
だ吸収するだけで精⼀杯でした。⽇本を離
れて２か⽉が経ち⽣活にもすこし慣れてき
た今からは、学んだことや経験したことが
これからの⾃分にどのように影響し得るの
かをじっくり考える時間にしたいなと思っ
ています。 

おわりに 
最近は夜にハ
ウスメイトと
カードゲーム
をして遊んで
います。イタ
リアやスウェ
ーデンのゲー
ムを教えても
らってみんなで
楽しく過ごしています。１１⽉からも引き
続き毎⽇元気に楽しく過ごせますように！

 最後まで読んでいただきありがとうござ
いました。 

↑フィレンツェの街並み 

↑教えてもらったカード


